
  

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所 

 
 

名

古

屋

市

中

区

新

栄

三

丁

目

十

二

番

二

十

七

号 

電
話 

〇
五
二
（
二
六
四
）
〇
八
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
二
六
四
）
〇
八
五
〇 

Ｅ
メ
ー
ル 

to
k
a
ib

lc
@

yb
b

.n
e
.jp

 

2012年 

10月 24日 

第 26号 

挙
の
重
要
性

が

わ

か

っ

た
。
議
席
を

増
や
す
た
め

に
が
ん
ば
り

た
い
」
と
の

思
い
が
寄
せ

ら

れ

ま

し

た
。 

 

佐
々
木
氏
は
消
費
税
増
税
法
を
強
行

し
た
民
自
公
３
党
が
、
民
主
党
の
大
量

離
党
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
国
民
か
ら

厳
し
い
批
判
を
浴
び
て
い
る
こ
と
を
強

調
。
党
の
経
済
提
言
を
紹
介
し
、
消
費

税
増
税
に
頼
ら
な
く
て
も
経
済
も
く
ら

 

19
日
、
衆
院
愛
知
３
区
の
演
説
会
が

開
か
れ
、
佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
、
石

川
ひ
さ
し
３
区
候
補
が
総
選
挙
で
の
躍

進
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

会
場
い
っ
ぱ
い
の
４
１
０
人
が
参

加
。
両
氏
の
力
の
こ
も
っ
た
訴
え
に
「
日

本
の
未
来
が
明
る
く
な
る
」「
今
度
の
選

や
シ
ャ
ー
プ
、
京
セ
ラ
な
ど
体
力
の
あ

る
大
企
業
に
ば
ら
ま
く
一
方
、「
中
小
企

業
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」
で
申
請
し
た
グ

ル
ー
プ
の
６
割
程
度
が
不
採
択
に
な
っ

た
と
の
べ
、「
肝
心
の
被
災
地
で
の
中
小

企
業
支
援
の
予
算
が
不
足
す
る
の
は
本

末
転
倒
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。 

 

枝
野
経
産
相
は
「
大
企
業
で
も
経
営

の
困
難
が
迫
っ
て
い
た
」
と
答
え
る
と

と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
次
期
募

集
予
算
は
「
遅
れ
る
こ
と
な
く
財
政
当

局
と
相
談
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道 

 

当
日
夜
の
テ
レ
ビ
「
報
道
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
は
、
決
算
委
員
会
の
報
道
の
ト

ッ
プ
で
井
上
議
員
の
情
報
保
全
隊
問
題

を
放
送
。
ま
た
、
毎
日
新
聞
19
日
付
は
、

「『
ど
さ
く
さ
紛
れ
の
便
乗
。
被
災
地
と

無
関
係
に
復
興
予
算
で
行
わ
れ
て
い

る
』。
共
産
党
の
井
上
哲
士
（
さ
と
し
）

氏
は
、
防
衛
省
の
13
年
度
予
算
の
概
算

 

井
上
さ
と
し
参
院
議
員
は
18
日
、
参

院
決
算
委
で
復
興
予
算
の
流
用
問
題
を

た
だ
し
ま
し
た
。 

 

復
興
予
算
が
防
衛
省
の
情
報
保
全
隊

の
関
連
費
用
に
流
用
さ
れ
た
問
題
で
森

本
防
衛
相
は
「
自
衛
隊
の
災
害
対
処
能

力
の
向
上
に
な
る
」「
自
衛
隊
が
災
害
出

動
す
れ
ば
、
複
雑
な
状
況
で
多
数
の
人

と
接
触
す
る
の
で
隊
員
を
守
る
た
め
に

保
全
隊
が
必
要
」
と
答
弁
。
井
上
氏
は

「
国
民
の
活
動
を
監
視
す
る
の
が
主
な

任
務
の
情
報
保
全
隊
は
災
害
対
策
に
は

全
く
関
係
な
い
」「
被
災
者
を
守
る
の
で

な
く
、
逆
に
住
民
監
視
し
自
衛
隊
員
を

守
る
と
い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
」
と

批
判
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
井
上
氏
は
、「
国
内
立
地
推
進

事
業
費
補
助
金
」
が
大
企
業
に
２
３
５

６
億
円
も
使
わ
れ
る
一
方
、
中
小
企
業

は
６
４
５
億
円
と
全
体
の
21
％
に
す

ぎ
な
い
と
告
発
。
ト
ヨ
タ
、
キ
ャ
ノ
ン

し
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
政
策

を
持
っ
て
い
る
日
本
共
産
党
の
躍
進
が

ど
う
し
て
も
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

石
川
候
補
は
中
小
業
者
や
子
育
て
世

代
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
紹
介
し
な
が

ら
議
席
獲
得
を
訴
え
ま
し
た
。 

  

 

党
愛
知
県
委
員
会
と
同
一
宮･
尾
北

地
区
委
員
会
は
19
日
、
愛
知
県
に
対

し
、
原
発
事
故
を
想
定
し
た
対
策
に
つ

い
て
要
請
し
ま
し
た
。 

 

河
江
明
美
衆
院
東
海
比
例
候
補
、
い

た
く
ら
正
文
愛
知
10
区
候
補
、
も
と
む

要
求
で
復
興
特
別
会
計
の
中
に
被
災
地

に
関
係
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
と
指

摘
。
防
諜
（
ぼ
う
ち
ょ
う
）
活
動
に
従

事
す
る
自
衛
隊
の
情
報
保
全
隊
用
連
絡

機
材
の
整
備
・
更
新
、
車
両
無
線
機
の

更
新
な
ど
の
約
８
０
０
０
万
円
を
や
り

玉
に
挙
げ
た
」
と
報
道
し
ま
し
た
。 

 

 

ら
伸
子
参
院
愛
知
選
挙
区
候
補
と
尾
関

宗
夫
・
一
宮
市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

岐
阜
県
が
９
月
に
発
表
し
た
敦
賀
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
予

測
で
、
愛
知
県
の
一
宮
市
な
ど
５
市
町

も
「
計
画
的
避
難
区
域
」
に
設
定
さ
れ

る
年
間
の
外
部
被
ば
く
量
20
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
た
め
要
請
で
は
、
愛
知
県
も
敦

賀
原
発
や
浜
岡
原
発
の
大
事
故
を
想
定

し
た
放
射
性
物
質
の
拡
散
予
測
を
独
自

に
行
い
、
必
要
な
対
策
を
と
る
こ
と
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

県
の
担
当
者
は
「
近
く
発
表
さ
れ
る

国
の
防
災
指
針
を
踏
ま
え
、
岐
阜
県
の

協
力
も
得
な
が
ら
地
域
防
災
計
画
を
し

っ
か
り
つ
く
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

河
江
氏
ら
は
「
県
内
で
も
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。
県
民
に
詳
し
い
情
報
を

提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
、
ま
た
、

原
発
依
存
を
抜
け
出
し
、
即
時
原
発
ゼ

ロ
に
踏
み
出
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 


